
１
回
表
に
１
番
川
端
将
広
君

（
３
―
８
）
が
、
２
回
表
は
６
番

増
田
朱
芳
君
（
３
―
６
）
が
出
塁

し
た
が
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
ず
得

点
と
な
ら
な
か
っ
た
。
１
回
２
回

と
投
手
田
邉
拓
士
君
（
３
―
８
）

は
綾
羽
高
校
に
対
し
力
強
い
投
球

で
無
得
点
に
抑
え
る
が
３
回
裏
、

綾
羽
高
校
に
適
時
三
塁
打
を
放
た

れ
２
点
を
先
制
さ
れ
た
。
４
回
表
、

３
番
山
中
俊
亮
君
（
３
―
７
）
が

レ
フ
ト
前
へ
安
打
を
、
５
回
表
は

８
番
武
田
圭
太
君
（
３
―
６
）
が

レ
フ
ト
へ
二
塁
打
を
放
つ
も
得
点

へ
と
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
７
回
表
、
５
番
大
沢
視

人
君
（
３
―
３
）
が
内
野
安
打
、

７
番
谷
澤
翼
君
（
３
―
２
）
が
四

球
で
出
塁
し
ラ
ン
ナ
ー
１
塁
２
塁

の
チ
ャ
ン
ス
で
、
代
打
鈴
田
修
也

君
（
３
―
７
）
の
レ
フ
ト
前
へ
の

適
時
打
で
１
点
、
１
番
川
端
君
の

右
中
間
へ
の
適
時
三
塁
打
で
２
点

を
取
り
返
し
逆
転
に
成
功
す
る
。

そ
の
後
代
打
田
中
良
君
（
３
―
３
）

の
内
野
安
打
で
１
点
の
追
加
点
を

取
っ
た
。
８
回
表
、
４
番
藤
谷
康

平
君
（
３
―
６
）
が
レ
フ
ト
前
へ

の
安
打
、
谷
澤
君
が
四
球
で
出
塁

す
る
も
惜
し
く
も
得
点
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。

７
回
裏
か
ら
田
邉
君
に
代
わ
り

出
場
し
た
投
手
平
尾
拓
也
君
（
３

―
７
）
は
相
手
に
得
点
を
許
さ
な

い
投
球
で
最
終
回
ま
で
き
っ
ち
り

抑
え
、
４
‐
２
で
勝
利
し
た
。

７
回
表
逆
転
三
塁
打
を
放
っ
た

川
端
君
は
「
１
回
戦
は
打
て
な
か
っ

た
の
で
、
今
日
は
初
球
か
ら
打
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
た
。
打
っ

た
瞬
間
は
と
り
あ
え
ず
抜
け
て
く

れ
、
と
思
い
な
が
ら
全
力
で
走
っ

た
」
と
心
境
を
振
り
返
っ
た
。
ま

た
、
途
中
代
打
出
場
で
逆
転
へ
の

足
が
か
り
と
な
る
適
時
打
を
打
っ

た
鈴
田
君
は
「
試
合
も
中
盤
ま
で

点
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
流
れ
を

変
え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
喜
び

を
見
せ
た
。
こ
の
試
合
10
奪
三
振

を
奪
っ
た
先
発
・
田
邉
君
は
「
ピ

ン
チ
で
踏
ん
張
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
良
か
っ
た
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
が

反
省
点
だ
」
と
試
合
を
振
り
返
っ

た
。
監
督
の
村
中
隆
之
先
生
は

「
７
回
表
の
チ
ャ
ン
ス
で
一
気
に

勝
負
を
か
け
た
が
、
選
手
が
し
っ

か
り
打
っ
て
く
れ
た
の
で
よ
か
っ

た
」
と
試
合
の
感
想
を
話
さ
れ
た
。
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４
月
27
日
、
湖
東
ス
タ
ジ
ア
ム

で
平
成
25
年
度
春
季
近
畿
地
区
高

校
野
球
大
会
２
回
戦
が
行
わ
れ
、

本
校
野
球
部
が
４
‐
２
で
綾
羽
高

校
に
勝
利
し
た
。

▼

７
回
表
、
逆
転
三
塁
打
を
放
っ
た
川
端
君

一 二 三 四 五 六 七 八 九 計

彦根東 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ０ ４

綾羽 ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

▲田邉君はこの試合で10奪三振を奪った


